
地
方
本
部
は
第
64
回
定
期

地
方
本
部
大
会
以
降
、
当
面

す
る
闘
い
に
つ
い
て
指
令
１

号
を
全
組
合
員
へ
発
し
ま
し

た
。国

労
東
本
部
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
会
社
と
の
間
で
の
労
働
委

員
会
係
争
事
件
61
事
件
の
一

括
和
解
を
契
機
に
、
昨
年
、

国
労
東
日
本
は
和
解
以
降
１

０
０
名
の
組
織
拡
大
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月

に
神
奈
川
地
区
本
部
で
30
歳

の
社
会
人
採
用
者
が
国
労
に

加
入
し
、
６
年
連
続
で
の
新

採
者
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
本
部
に
お
い
て
具
体
的

成
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

「
拡
大
の
目
」
は
創
り
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
括

和
解
以
降
の
水
戸
地
方
本
部

と
し
て
懸
案
事
項
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
、
国
労
差
別
の
根
絶

と
組
織
拡
大
に
向
け
、
組
織

の
総
力
を
あ
げ
る
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

方
本
部
は
、
大
会
終
了
後
直

ち
に
第
１
回
執
行
委
員
会
を

開
催
し
、
２
０
１
２
年
度
執

行
委
員
会
を
成
立
さ
せ
、
２

０
１
２
年
度
任
務
分
担
を
確

認
し
ま
し
た
。

地
方
本
部
は
、
労
働
条
件

改
善
・
国
労
差
別
の
根
絶
・

反
合
理
化
闘
争
の
検
証
と
強

化
・
職
場
総
点
検
運
動
を
柱

と
し
た
職
場
闘
争
強
化
・
組

織
強
化
と
拡
大
・
平
和
と
民

主
主
義
擁
護
の
闘
い
・
反
核
、

脱
原
発
の
闘
い
・
各
種
選
挙

闘
争
に
全
力
を
あ
げ
る
と
し

ま
し
た
。

２０１２年１１月７日 こくろう み と 第２６号

指

令

１

号

で

全

組

合

員

へ

指

示

全
組
合
員
が
一
丸

と
な
り
、
組
織
拡

大
に
全
力
を
あ
げ

よ
う
。
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第
64
回
定
期
地
方
本
部
大
会
で
決
定
さ
れ
た
方
針
に

基
づ
き
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
全
組
合
員
へ

指
示
を
行
い
ま
し
た
。

①
各
級
機
関
は
、
速
や
か
に
大
会
を
開
催
し
機
関
整
備

を
図
る
こ
と
。

②
各
級
機
関
は
、
機
関
会
議
、
集
会
を
開
催
し
第
64
回

定
期
地
方
本
部
大
会
で
決
定
し
た
、
「
２
０
１
２
年
度

運
動
方
針
」
及
び
当
面
す
る
闘
い
・
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
思
統
一
を
図
る
こ
と
。

③
職
場
総
点
検
運
動
を
柱
に
、
合
理
化
＝
効
率
化
の
検

証
と
労
働
条
件
改
善
・
権
利
確
立
の
闘
い
の
強
化
、
職

場
班
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
職
場
総
点
検
運
動
の

強
化
に
向
け
て
、
「
職
場
総
点
検
運
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
設
置
し
ま
す
。

④
「
運
輸
区
再
編
構
想
」
「
グ
ー
ル
プ
会
社
と
一
体
と

な
っ
た
業
務
体
制
の
さ
れ
な
る
推
進
」
な
ど
に
対
応
す

る
合
理
化
対
策
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

⑤
国
労
東
本
部
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
の
一
括
和
解
を

「
中
間
的
到
達
点
」
と
位
置
付
け
、
国
労
差
別
の
根
絶

を
図
り
ま
す
。

⑥
昇
進
差
別
是
正
の
一
定
の
成
果
を
踏
ま
え
、
職
場
討

論
の
強
化
と
全
組
合
員
で
の
取
り
組
み
を
図
り
ま
す
。

⑦
未
だ
解
消
さ
れ
な
い
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
と
東
労
組
の

異
常
な
労
使
関
係
を
打
破
し
、
正
常
か
つ
健
全
な
労
使

関
係
確
立
と
、
国
労
組
織
の
強
化
・
拡
大
に
全
力
を
あ

げ
ま
す
。

⑧
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
、
地
方
本
部
・
支
部
・
分

会
に
「
組
織
対
策
委
員
会
」
を
設
置
し
具
体
的
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
「
地
方
本
部
対
策
会
議
」

を
開
催
し
ま
す
。

⑨
規
約
の
一
部
改
正
を
行
い
、
原
ノ
町
地
区
分
会
を
廃

止
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
分
会
組
織
等
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
に
「
組
織
在
り
方
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
す
。

⑩
「
Ｊ
Ｒ
の
安
全
と
利
用
者
の
足
を
守
る
茨
城
県
民
会

議
」
「
鉄
関
労
」
「
水
戸
地
方
三
労
組
協
議
会
」
な
ど

地
域
共
闘
、
労
組
共
闘
組
織
を
強
化
し
ま
す
。

二
〇
一
二
年
度
地
方
本
部
執
行
体
制

執
行
委
員
長

大
和
田

亨

副

〃

塙

正
人

書
記
長

菊
池

忠
志

執
行
委
員

赤
沼

廣
行
・
・
・
業
務
部
長

坂
本

公
則
・
・
・
教
宣
部
長

富
田

繁
昌
・
・
・
調
査
部
長

出
羽

正
則
・
・
・
組
織
部
長

齋
藤

七
重
・
・
・
婦
人
部
長

会
計
監
査

塩
沢

富
世

大
津

勝

黒
沢

一
文

特
別
執
行
委
員

塚
原

良
雄
（
茨
城
支
部
長
）

齋
藤

七
重

坂
本

信
良
（
福
島
支
部
長
）

塩
沢

富
世

渡
邉

隆
義
（
工
務
議
長
）

大
津

勝

高
木

道
治
（
電
気
議
長
）

黒
沢

一
文

菊
地

悟
（
運
輸
議
長
）

菊
池

輝
雄
（
運
転
議
長
）


